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（１） 第198号 平成28年（2016年）５月１日発行お お の 社 協 だ よ り

　株式会社　芦見屋様から、会社創業70周年、創立40周年を記念して大野市社会福祉協議会に軽自動車１台の
寄贈がありました。
　同社からの寄贈は、創立20周年から10年に一度行われ今回が３度目。
　３月25日（金）に福祉車両贈呈式を行い、芦原雅則代表取締役から目録を手渡された金森閲治大野市社会福
祉協議会会長は、「地域福祉の充実を図るため、有効に活用させていただきます」とお礼を述べました。

株
式
会
社
　
芦
見
屋
様
か
ら

福
祉
車
輌
寄
贈

感謝状をお渡ししました

早速、地域へ向かいます 芦原社長より目録が手渡されました



（２）第198号平成28年（2016年）５月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

主催・大野市社会福祉協議会
主管・第31回福祉ふれあいまつり実行委員会
後援・大野市

結とぴあ

日時

平成28年6月4日㈯
AM９:00〜PM3:00出会い

ふれあい

支え合い

・模擬店（もち、やきとり、みたらし団子、
　　　　　　米ふかし、飲み物　等）

・福祉施設製品
・ふわふわ遊具　等
・第59回大野市身体障害者福祉大会
・ステージイベント
　◦手話コーラス（手話サークル名水）
　◦フラメンコサークル（サリール）
　◦バルーンショー（めぐちゃん）
　◦2018年福井しあわせ元気国体・大会PR
　　　マスコットキャラクターはぴりゅうくんと
　　　一緒に「はぴねすダンス」をみんなでおどろう

　◦誓念寺中野保育園年長児による
　　器楽演奏と歌
　◦福井県警察音楽隊

・チャリティーバザー
　　　　　（AM10:00〜）

・人権啓発コーナー

及び周辺

チャリティーバザーに　　
　　ご協力をお願いします

〜ご家庭に眠っている品物を福祉に役立ててください〜

品物：タオル、洗剤、食器などの日用品のほか、缶詰などの食料品も
　　　受け付けております。
　※品物は未使用品に限らせていただきます。また、食料品は、賞味期限が切れていない
　　ものをお願いします。

受付：平成28年６月１日・２日　AM９:00〜PM５:00
　※大野地区の方は、大野市社協（結とぴあ）まで。また、大野地区以外の方は、各地区

公民館へお願いします。和泉地区は大野市社協和泉支所へお願いします。６月１日・
２日ともにご都合の悪い方は、大野市社協で随時（土・日を除く）受付けております
のでよろしくお願いします。

会場

第31回
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消防・警察
ふれあい広場

人権啓発講演会

大人が笑えば子どもは笑う〜
子どもは空気を敏感に感じている・消防車両展示

・地震体験
・濃煙体験
・防火衣着装体験
・パトカー展示

・体力測定、健康相談、
　脳年齢チェック
・福祉機器展示
・障害者110番　等

・射的
・ストラックアウト
・カンスマッシュ

食べ歩き
ゾーン

・点字、手話体験
・福祉施設パネル展示
・遊びの屋台（児童センター）
・自然遊び・食育（公立保育所）

時間：PM1:30〜3:00
場所：多目的ホール
　　　ステージ

講師：大棟　耕介氏

平成28年度大野市民学校開講式

ステージ
ゾーン

チャリティ
ゾーン

ふれあい
ゾーン

体験
ゾーン

健康
ゾーン

焼き鳥 焼きそば

即売 即売 即売

もち 献血車

休　憩　所

みたらし団子

米ふかし
ジュース

パトカー展示 消防車展示

ふわふわ遊具

保健センター

パネル展示

パネル展示自然あそび・食育
パネル展示あそびの屋台
パネル展示

射
的
・
カ
ン
ス
マ
ッ
シ
ュ

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

手話・点字・車イス
体験（2階）

まつり
本　部

老人
クラブ室

ポイントカード
受付

ステージ

□□□□□□□□□
□□□□□□□□□
□□□□□□□□□

人権啓発コーナー チャリティ
バザー

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

管
理
公
社
　
事
務
室

ふ
れ
あ
い
抽
選

福祉機器
展示 人権相談マッサージ障害者

110番

福祉・保健事務室共同募金
コーナー

健　 康
チェック

脳年齢チェック
介護相談・健康相談
薬の相談

福井しあわせ元気国体・
大会ＰＲコーナー

NPO法人 日本ホスピタルクラウン協会 理事長

ふれあい抽選
５月中旬に全戸配布予
定のふれあいまつりチ
ラシに、ふれあい抽選
券がついています。
その抽選券で、抽選に
１回参加できます。
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平成28年度

　私たちを取り巻く社会情勢が目まぐるしく変化す
る中、本協議会では、これからの社協活動の指針と
なる第四次大野市社会福祉協議会地域福祉活動計画
を本年３月に策定しました。地域福祉は、社会的弱
者と言われる特定の人たちだけが関係するものでは
ありません。子どもや若者、高齢者等すべての人が
関わることが大切であり、あるときは助け、あると
きは助けられるという「支え合い」と「助け合い」
の活動がとても重要になります。
　本協議会では、このような活動の市民への定着を
目指して地域福祉活動計画に掲げる「結の心でつな
がる福祉のまち」の理念のもと、みんなが暮らしや
すい福祉のまちづくりを展開していきます。
　特に、地域福祉活動推進部門では、小地域福祉活
動の強化に努め、とりわけ、町内会などの自治会を
主な単位として、地域が抱える生活・福祉課題を地

１　生活圏域を基盤とした住民主体の地域福祉活動を推進します。
　　　　○町内会などの自治会を主な単位とした小地域福祉活動の強化

２　障害者や生活困窮者の生活の自立に向けた支援サービスを提供します。
　　　　○他機関との連携による生活困窮者への自立支援
　　　　○法人後見制度実施に向けての検討

３　利用者から信頼され、安定性のある介護保険事業経営に努めます。
　　　　○介護保険制度改正に対応した的確な事業経営
　　　　○和泉デイサービスの地域密着型サービスへの移行

４　組織基盤を強化し、安定した法人運営に努めます。
　　　　○社会福祉法人制度改革に伴う組織体制の整備

　去る、３月25日、大野有終会館「結とぴあ」303号室において大野市社会福祉協議会の評議員会
が開催され、本年度の事業計画及び予算が決まりました。以下、概要をお知らせします。

域で解決できるよう住民のネットワークを活かした
地域福祉活動を推進します。
　福祉サービス利用支援部門では、法人成年後見制
度の実施に向けた具体的な検討を開始します。
　在宅福祉サービス部門では、「住民主体」による生
活支援等サービス提供体制を構築し、在宅の高齢者
を支える地域の支え合いの体制づくりを推進します。
　また、介護保険サービスでは、新しい総合事業の
趣旨に則り、地域の実情に応じた柔軟な取り組みを
行い、要支援者等への効果的かつ効率的なサービス
を提供していきます。　
　法人運営部門では、社会福祉法人が持つ公益性、
非営利性をより高め、他の経営主体では対応できな
い様々な福祉ニーズに応える事業活動を行うことを
趣旨とする社会福祉法人制度改革への的確な対応を
図ります。

大野市社会福祉協議会事　業　計　画

基 本 方 針

基 本 理 念

結の心でつながる
　　　　　　福祉のまち

重 点 目 標
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収　支　予　算

支　出
317,222

人件費
191,340

事務費
3,024

事業費
61,984

設備資金借入金
元金償還支出
2,496

助成金支出
4,493
貸付事業
支出 300

その他の活動による
支出 2,775

拠点区分間
繰入金支出
44,473

固定資産
取得支出
500

支　出
217,778 人件費

123,815

事務費
3,898

事業費
56,576

共同募金配分金
5,631

助成金支出
5,136

貸付事業等
300

借入金利息支出 263
経理区分間繰入金支出
22,139

負担金支出
20

積立資産支出
4,558

負担金
支出 0

ファイナンスリース
債務の返済支出 1,146

支払利息
支出 133

収　入
317,222

会費　6,700

経常経費
補助金収入
34,704

受託金
38,410

施設整備等
寄附金収入 500

拠点区分間
繰入金収入
44,473

介護保険事業収入
136,452

負担金収入
1,386

寄附金　2,000

障害福祉
サービス等
事業収入
44,953

県社協受託金
4,183

受取利息
配当金収入
10

その他の活動による収入
6,074

事業収入
438

収　入
217,778

会費　6,757

市補助金
31,844

経理区分間繰入金
収入 25,929

積立預金取崩収入
6,669

介護保険収入
74,187

負担金収入
2,194

寄附金　2,500

共同募金
配分金 6,211

自立支援費等
収入 16,660

雑収入
395

貸付事業収入 205

受取利息配分金
収入 100

積立資産取崩
収入等　430

貸付事業
収入 446

その他の
収入 246

（単位：千円）

（千円）

（千円）

【会長】
金森　閲治

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

新
体
制
決
ま
る

　

先
の
評
議
員
会
に
て
、
平
成
28

年
度
の
新
役
員
が
決
定
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

任
期
は
平
成
28
年
４
月
１
日
か

ら
大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
定
款

で
定
め
る
日
ま
で
で
す
。

　【
理
事
】

　

河
合　

英
雄　
　

新
井　

基
衞

　

萩
原　

勢
子　
　

塚
田　

高
行

【副会長】
安間　勝也

【副会長】
清水　進治

　

ま
た
、
大
野
市
共
同
募
金
委
員

会
に
お
い
て
も
、
新
運
営
体
制
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
平
成
28
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま

で
で
す
。

　【
会
長
】

　

安
間　

勝
也

　【
副
会
長
】

　

林　

小
太
郎　
　

藤
堂　

朱
実

　【
運
営
委
員
】

　

前
田
清
一
郎　
　

宮
澤　

邦
夫

　

足
利　

政
光　
　

南
口　

正
己

　

木
下　

一
彦　
　

城
地　
　

實

　

田
中　

正
一　
　

谷
口　

利
和

　

櫻
川　

昭
文　
　

南
部　

新
一

　

廣
田　

英
子　
　

川
本　

利
行

　

宮
下　
　

隆　
　

河
合
ひ
ろ
み

　

梅
澤　

伴
子

　【
監
事
】

　

松
原　

喜
憲　
　

林　
　

幹
雄

　

堂
本　

俊
美　
　

藤
堂　

朱
実

　

坂
本　

次
義　
　

南
部　

新
次

　

斉
藤　

壽
一　
　

田
中　

一
郎

　【
監
事
】

　

松
原　

喜
憲　
　

林　
　

幹
雄

　

社
協
会
費
や
共
同
募
金
等
の
民
間

財
源
に
つ
い
て
は
、
地
域
福
祉
推
進

の
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て

お
り
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
財
源
と
し
て

は
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
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無 料 相 談 業 務 の ご 案 内 

　法
律
相
談

　
土
地
・
住
宅
・
財
産
な
ど
法
律
上
の
問
題
に
弁
護

　
士
が
応
じ
ま
す
。

　
　
　
（
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時
）

※
法
律
相
談
は
予
約
制
を
と
っ
て
い
ま
す
の
で

　

事
前
に
電
話
で
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
会
場
）
大
野
有
終
会
館
「
結
と
ぴ
あ
」
２
０
５
号
室

　心
配
ご
と
相
談

　
日
常
生
活
の
中
で
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
に
相
談

　
員
が
応
じ
ま
す
。

　
　
　
（
毎
週
木
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午
）

（
会
場
）
大
野
有
終
会
館
「
結
と
ぴ
あ
」
２
０
５
号
室

　電
話
福
祉
相
談

　
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
に
社
協
職

　
員
が
応
じ
ま
す
。

　
　
（
電
話　

65
ー
８
７
７
３
）

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

天
神
町
１
ー
19

　
　
（
電
話　

65
ー
８
７
７
３
）

秘
密
は
厳
守

　
　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

で
始
ま
る
の
で
す
が
、
吹
奏
楽
部
が

廃
部
と
な
っ
た
の
で
、
県
警
音
楽
隊

に
依
頼
し
て
、
音
楽
や
寸
劇
を
楽
し

み
な
が
ら
、
生
活
や
財
産
を
守
る
た

め
に
ど
う
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
を
考
え
ま
し
た
。
中
学
生
に
は

隊
員
を
接
待
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
面
も
期
待
し
ま

し
た
。

　

午
後
は
、
富
田
小
学
校
２
年
生
と

参
加
者
が
、「
小
鳥
を
呼
ぶ
笛
の
色
塗

り
」
で
交
流
を
図
り
、
で
き
上
が
っ

た
笛
を
ぴ
ぃ
ぴ
ぃ
吹
い
て
歩
く
児
童

の
様
子
や
、
マ
ス
ゲ
ー
ム
発
表
は
参

加
者
の
心
を
大
い
に
和
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、本
会
は
と
み
た
夏
祭
り
に
、

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」で
参
加
し
て

い
ま
す
。
地
区
の
皆
様
か
ら
不
用
品

の
ご
寄
付
を
頂
き
、
区
長
、
班
長
、

福
祉
委
員
と
多
く
の
方
の
手
を
通
っ

た
バ
ザ
ー
用
品
の
収
益
金
は
、
本
会

の
友
愛
訪
問
や
福
祉
講
演
会
な
ど
、

地
区
の
福
祉
活
動
に
役
立
て
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
９
年
か
ら
取
り
組
ん
だ
友
愛

訪
問
は
、
当
初
、
寝
た
き
り
の
方
を

対
象
に
手
作
り
肩
掛
け
と
お
は
ぎ
で

訪
問
し
て
参
り
ま
し
が
、
近
年
は
地

区
内
在
住
の
90
歳
以
上（
70
人
ほ
ど
）

の
方
に
理
事
手
作
り
の
お
は
ぎ
と
枕

を
持
参
し
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
活
動
の
場
と
し
て
、
地
域

の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
会
員
な
ど
を
対

象
に
し
た
「
と
み
た
福
祉
講
演
会
」

は
、
著
名
な
方
に
介
護
予
防
講
義
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

「
福
祉
」
と
い
う
言
葉
は
、
と
も

す
れ
ば
「
特
別
な
人
に
特
別
な
施
し

を
す
る
こ
と
」と
考
え
が
ち
で
す
が
、

本
会
は
「
福
祉
」
と
は
、
す
べ
て
の

人
が
、
日
常
的
に
、
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
い
い
ろ
ん
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
【
や
さ
し
い
心
と
す
て
き
な
地
域
社

会
を
め
ざ
し
て
】

　

富
田
地
区
福
祉
協
議
会
は
、
地
区

の
各
種
団
体
で
構
成
さ
れ
た
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
機
関
と
し
て
、
平
成

６
年
に
設
立
さ
れ
、
年
間
計
画
に
基

づ
い
て
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

中
で
も
、今
年
20
回
目
と
な
る「
と

み
た
福
祉
の
つ
ど
い
」は
地
域
住
民
、

老
若
男
女
が
集
い
、
と
も
に
地
域
の

福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
場
と
し
て
、

本
会
で
も
主
要
な
事
業
と
位
置
づ
け

し
て
い
ま
す
。
地
区
敬
老
会
と
区
別

す
る
た
め
に
、
地
域
の
学
校
や
高
齢

者
施
設
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
子

ど
も
た
ち
と
高
齢
者
の
交
流
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
尚
徳
中
学
校
カ
ル
チ
ャ

―
部
員
が
地
域
で
何
ら
か
の
形
で
か

か
わ
り
を
持
ち
た
い
と
、
つ
ど
い
の

受
付
で
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
を
配
り
、

高
齢
者
を
席
に
案
内
し
、
冷
茶
で
お

も
て
な
し
を
行
い
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
。

　

例
年
、
福
祉
の
つ
ど
い
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
尚
徳
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏

あなたの地域を
紹介します

富田地区
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　【
対
象
事
業
】

●
地
域
福
祉
活
動
に
関
す
る
事
業

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
事

　

業
●
在
宅
要
援
護
者
等
へ
の
福
祉
援
助

　

事
業

●
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
事

　

業
●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
関

　

す
る
事
業

●
安
全
で
安
心
な
生
活
の
確
保
を
図

　

る
事
業

　

な
ど
地
域
福
祉
活
動
に
か
か
る
も

の
に
限
り
ま
す
。

　【
助
成
金
額
】

　

一
団
体
に
つ
き
５
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
助
成
対
象
経
費
の
全
額

　

が
助
成
金
額
で
あ
っ
て
は
な
り
ま

　

せ
ん
。

　【
募
集
期
限
】

　

５
月
31
日
（
火
）

　

午
後
５
時
ま
で

　【
助
成
の
決
定
】

　

大
野
市
共
同
募
金
委
員
会
の
審
査

募
金
委
員
会
で
審
査
し
て
、
決
定
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
や
経
費
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

●
他
の
補
助
金
等
と
の
重
複
助
成
又

　

大
野
市
共
同
募
金
委
員
会
は
、
大

野
市
内
の
福
祉
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
が
行
う
地
域
を
良
く
す

る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
福
祉
活
動
事

業
に
対
し
、
共
同
募
金
を
財
源
と
し

た
助
成
を
公
募
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
助
成
対
象
は
平
成
28
年
度

に
実
施
す
る
福
祉
活
動
事
業
で
一
団

体
あ
た
り
５
万
円
を
限
度
と
し
、
10

団
体
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
類
等
に
つ
い
て
は
大
野
市

共
同
募
金
委
員
会
に
備
え
て
い
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　【
対
象
団
体
】

●
福
祉
活
動
団
体

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

●
自
治
会
（
行
政
区
）
な
ど

　

は
他
の
財
源
を
も
っ
て
実
施
す
る

　

こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の

●
政
治
、
宗
教
、
組
合
等
の
運
動
手

　

段
又
は
営
利
を
目
的
と
し
て
行
う

　

と
み
な
さ
れ
る
も
の

●
団
体
の
維
持
又
は
運
営
を
目
的
と

　

す
る
も
の

●
団
体
構
成
員
の
親
睦
、
娯
楽
、
趣

　

味
等
を
目
的
と
す
る
も
の

●
次
に
掲
げ
る
も
の

・
人
件
費

・
参
加
者
、
受
益
者
等
が
負
担
す
べ

　

き
も
の
と
認
め
ら
れ
る
飲
食
等
に

　

か
か
る
経
費

・
備
品
の
購
入
に
か
か
る
経
費
な
ど

※
お
問
い
合
わ
せ
は
※

　

大
野
市
天
神
町
１
―
19

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

　
　

大
野
市
共
同
募
金
委
員
会

　
　
　
　
　

電
話　

65
―
８
７
７
３

　

大
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
方
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
依
頼
し
た
い
方
の

ご
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
し
た
い
」「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ほ
し
い
」
と
い
っ
た

相
談
は
多
種
多
様
で
す
。
個
人
相
談

か
ら
組
織
的
な
も
の
ま
で
、
幅
広
く

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
発
信
と
し
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
や
、
社
協
だ
よ
り

の
発
行
を
行
い
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方

は
大
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る

ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

場
所
は
有
終
会
館
２
階
の
南
側
に

あ
り
、
平
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
開
所
し
て
い
ま
す
。

　

午
前
中
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
午

後
は
職
員
が
在
所
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
予
約
で
夜
間
や
土
日
祝
日
の

利
用
（
無
料
）
も
可
能
で
す
。

　大野市社会福祉協議会では、耳の聞こえにくい方とのコ
ミュニケーションをサポートする筆談ボランティアの養成
講座を開催します。
　筆談に興味、関心のある方は是非お申し込みください。

●日　　時　　平成28年６月26日（日）
　　　　　　　　　　　７月３日（日）
　　　　　　　　　　　７月16日（土）
　　　　　　　　　　　７月23日（土）
　　　　　　　　　　　７月30日（土）
　　　　　　　いずれも、PM１：00〜４：00
●定　　員　　20人（先着順）
●受 講 料　　無料
●申込締切　　平成28年６月22日（水）
●会　　場　　大野有終会館「結とぴあ」201号室
　【申込・お問い合わせ先】
　大野市天神町１−19　結とぴあ内
　大野市社会福祉協議会　電話65−８７７３

筆談ボランティア養成講座 受講者募集
〜あなたの文字が人をつなぐ〜

こ
ん
に
ち
は
！

　
大
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
す
！

自
分
の
町
を
よ
く
す
る
し
く
み
！

～
助
成
対
象
団
体
募
集
～
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㈲
真
栄
ガ
ラ
ス

陽
明
中
学
校
・
環
境
委
員
会

大
倉　

清
嗣

細
沢　

月
楓

細
沢　

來
生

細
沢　

櫂
吏

岩
田　

ヒ
ロ
子

廣
瀬　

美
智
子

後
藤　

宮
子

大
野
長
生
会
第
二
ク
ラ
ブ

小
嶋　

美
千
代

森
永　

智
子

嵐
谷
建
具
店

北
陸
労
働
金
庫
大
野
支
店

光
仙　

賢
信

宮
腰　

正
美

川
上　

美
智
子

吉
田　

生
子

円
和
寺

中
矢　

順
子

行
平　

よ
し
こ

東
大
月
自
治
会

ハ
ピ
ネ
ス

印
牧　

ふ
さ
子

山
田　

久
子

古
世　

高
美

米
村　

和
由

美
濃
嶋　

明
美

山
村　

美
智
子

大
石　

芙
美
子

Ｋ
マ
ー
ト
大
野
店

㈱
マ
ル
カ
モ
ー
タ
ー
ス

阪
谷
公
民
館

勝
矢　

ひ
ろ
子

宮
下　

多
津
子

紫
水
の
郷

天
満
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

藤
井　

郁
久

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

松
山　

恵
子

徳
山　

八
千
代

神
谷　

信
子

木
下　

初
江

山
川　

和
子

此
下　

英
子

明
治
安
田
生
命
大
野

山
崎　

豊
子

花
房　

次
夫

田
中　

㈱
フ
ク
イ
ヤ

斉
藤　

愛
美

斉
藤　

将
也

森
口　

ふ
さ
子

㈲
南
部
酒
造
場

小
池　

博
子

ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
下
庄
ク
ラ
ブ

大
寳
寺

開
成
中
学
校

大
野　

明
美

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

子
育
て
交
流
広
場
ち
っ
く
た
っ
く

角
屋　

明
美

稲
山　

正
明

有
明
長
生
会

遠
藤　

金
作

浜
田　

輝
子

阪
谷
保
育
園

金
本
外
装

宮
本
国
文
堂

春
日
野
区
サ
ロ
ン
と
ね
き
沢

澤
田　

峯
子

マ
ル
ハ
ン
大
野
店

手
話
サ
ー
ク
ル
名
水

安
川　

光
男

広
瀬　

則
子

大
石　

敏
彦

中
川　

一
枝

宗
信　

や
ゑ
子

松
田　

清
道

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
テ
ラ
ル
の
ほ
ほ
え
み

髙
田　

育
代

㈱
角
平
組

石
本　

美
奈
子

宮
腰　

清
子

山
川　

し
げ
子

ベ
ル
ジ
ュ
ア
ダ
チ

南
部　

弘
子

松
田　

守
男
（
理
容
）

髙
坂　

み
さ
子

広
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
葉　

祐
佳

中
川　

し
ず
子

巻
寄　

和
代

帰
山　

艶
子

原　

ひ
な
た
・
ひ
よ
り

廣
作　

知
優
・
思
龍
・
優
妃

野
口　

結
希

匿
名
５
人

次
回
発
行（
第
１
９
９
号
）は
９
月

１
日
の
予
定
で
す
。

上
庄
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
養
委
員
会

牧
野　

華
苗

ス
ナ
ッ
ク
亜
紀
子

長
谷
川　

美
代
子

高
畑　

勝
子

柿
内　

禮
子

藤
井　

よ
し
子

三
橋　

敏
子

大
野
和
光
園

中
村　

勝
彦

西
村　

登
美
子

石
塚　

邦
夫

印
牧　

樹
里

石
田　

蒼
空

石
田　

煌
祈

石
田　

千
真

庭　

佐
智
子

榮　

辰
三

伊
織
建
築
㈲

山
口　

久
子

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
九
頭
竜

㈲
清
水
仏
壇
店

あ
す
か
・
さ
や
か

千
歩　

ふ
み
子

中
出　

清

宮
原　

福
子

小
山
愛
育
会

ぜ
に
や

中
川　

加
壽
子

◆
社
会
福
祉
事
業
寄
附
金
◆

匿
名
（
２
人
）

　
　
　
　
　
　

１
１
０
，
０
０
０
円

◆
物
品
寄
付
◆

匿
名

　
　
　
　
　
　

テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド

◆
車
輌
寄
付
◆

株
式
会
社　

芦
見
屋

　
　
　
　
　
　
　

軽
自
動
車　

１
台

◆
古
切
手
・
リ
ン
グ
プ
ル
◆

丸
栄
電
工
㈱

前
田
電
気
㈱

富
田
小
学
校

島
田　

登
茂
子

田
中　

み
ち
子

乾　

匡

開
発
長
生
会

加
藤　

一
義

ビ
ュ
ー
ト
（
理
・
美
容
）

銅　

優
希 やさしくあたたかい

あなたの善意

ありがとうございました
心よりお礼を申し上げます

（順不同・敬称略）


